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各学年の重点目標 

高学年「周りの人とかかわり合おう」 
・自ら自己課題の解決を進め、解決の成果を基に新たな
課題を設定して取り組もうとする。 

・思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って考えを述
べ、行動しようとする。 

中学年「友達から学ぼう」 
・解決方法や手順を選択して活動を進める。 
・自分のよさを見付けたり、友達のよさを認め、励まし合っ
たりすることができる。 

低学年「自分のことを伝えよう」 
・自分の考えをみんなの前で話すことができる。 
・分かったことやできたことを発表することができる。 

 

キャリア教育で育成すべき力（基礎的・汎用的能力） 
人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力 

多様な他者の考えや立場を理解
し、相手の意見を聴いて自分の考え
を正確に伝えることができるとともに、
自分の置かれている状況を受け止
め、役割を果たしつつ他者と協力・協
同して社会に参画し、今後の社会を
積極的に形成することができる力。 

自分が「できること」「意義を感じ
ること」「したいこと」について、社会と
の相互関係を保ちつつ、今後の自分
自身の可能性を含めた肯定的な理
解に基づき主体的に行動すると同時
に、自らの思考や感情を律し、かつ、
今後の成長のためにすすんで学ぼう
とする力。 

仕事をする上での様々な課題を発
見・分析し、適切な計画を立ててその
課題を処理し、解決することができる
力。 

「働くこと」の意義を理解し、自らが
果たすべき様々な立場や役割との関
連を踏まえて「働くこと」を位置付け、
多様な生き方に関する様々な情報を
適切に取捨選択・活用しながら、自ら
主体的に判断してキャリアを形成して
いく力。 

 
八丈島の地域の実態 

児童の実態 
保護者・住民の願いや要望 

全教職員の願い 

日本国憲法 
教育基本法 
学校教育法 

学習指導要領 
東京と教育委員会の教育目標 
八丈町教育委員会の教育目標 

キャリア教育の目標 
    ・ 自己及び他者への積極的関心の形成・発展 
       ・ 身の回りの仕事や環境への関心・意欲の向上 
       ・ 夢や希望、憧れる自己のイメージの獲得 
       ・ 勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の育成 

・ふるさとのよさの追求を
活動目的にしながら、自
ら課題を見付け、解決し
ていく学び方を身に付
けさせ、新たな自分の生
き方を見出す。 

目指す児童像 
・ 内面的には公平･校正な見方を通して、人権尊重の精神を体現できる児童。外に向かって種々の 
 体験活動やボランティア活動等を通して社会貢献ができる児童。 
・ 学習､スポーツ、生活面等で目標に向かって粘り強く取り組み、活力ある生活を構築できる児童。 
・ すすんで心身の健全な発達を促すことに努力できる児童。 
 

学校の教育目標の具現化に向けた学年・学級経営 

      ・ 学年の教育目標、重点目標 

      ・ 教科、領域ごとの重点 

学校の教育目標 
・ 心ゆたかで、思いやりのある子供 
・ ねばり強く学習する子供 
・ すすんで体をきたえる子供 

・課題解決過程、協同して

学ぶ学び方等、基本的な

学び方を定着させる。 

＜各教科＞ 

・思いやりや感謝の心、自

らを律しつつ自己向上の

精神をもつ。 

＜道徳科＞ 

・自発的自治的な集団
活動を展開させなが
ら、自主的・実践的態
度や人とかかわる力を
育成する。 

＜特別活動＞ 

＜総合的な学習の時間＞ 

・児童が、小学校から高等
学校までのキャリア教育
に関わる諸活動につい
て、自らの学習状況やキ
ャリア形成を見通したり
振り返ったりしながら自
身の変容や成長を自己
評価できるようにする。 

＜ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ＞ 


